
～

健康診断・検診受診率 維持

成果 維持する

生徒及び教職員に対し、適正な健康診断等を実施する。

成果指標と目標値
を設定した理由

生徒・教職員の健全を推進するため。

令和２年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 －

目標

成果 100.0 ％ 100.0 ％ －

目標 100.0 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 32,373,368 36,479,980 43,160,760

市民１人当たりコスト 円 757 857

人件費　Ｂ 円 5,082,860 4,444,980 5,024,760

1,018

成果指標　アウトカム 方向 平成30年度 令和元年度 令和２年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 27,289,508 31,534,000 38,135,000

市債 円 0 0 0

その他特定財源 円 1,000 501,000

正規職員数 人 0.79 0.69 0.78

県支出金 円 0 0 0

決算（見込）額　Ａ 円 27,290,508 32,035,000 －

財源内訳

国庫支出金 円 0 0

1,000

補正・流用等 円 0 0 －

合計 円 29,784,000 32,035,000

0

項　　目 単位 平成30年度 令和元年度

日本スポーツ振興センター学校災害共済給付事務 4校

令和２年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

生徒・教職員 健康の増進を図り、安全な環境で教育活動を行う。

現状・課題

予算額

当初予算 円 29,784,000 32,035,000 38,136,000

38,136,000

健康診断、各種検診、遠距離通学支援等により、安全な就学環境を整えている。

市が行う理由
及びその根拠

義務的自治事務 学校教育法

事務事業概要 生徒の就学、生徒・教職員の健康の保持増進等の学校運営を行う。

令和２年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

生徒及び教職員の健康診断・検診等 4校

遠距離通学定期購入 4校

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 10款 教育費 未計上

項 ３項

目指す姿

目 １目 中学校管理費 合併前

政策 03 学校教育の充実 係 学校教育係
総合
計画
体系

基本政策 1 未来のふるさとを担う子どもたちを育むまちづくり 課・室 学校教育課

施策 01 小中学校教育の充実 内線電話 418・419

中学校費 実施期間

事務事業名 中学校運営事業
目標設定日 令和2年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和２年度目標設定） 事務事業№ 100117

教育委員会事務局



日本スポーツ振興センター災害給付
金事務

生徒就学事務

活動内容 ４月 ５月 ６月

全国市長会学校災害賠償補償保険事
務

遠距離通学事務

令和２年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

生徒・教職員健康診断

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

教育委員会事務局

課・室 学校教育課

係 学校教育係

事務事業名 中学校運営事業

部・局

▼加入申込

保険金給付申請、支払（随時）

転出入、指定校変更、区域外就学（随時）

各種健康診断業務実施、手数料、委託料支払

▼各種健康診断業務委託契約

保険金給付申請、支払（随時）
▼加入申込

▼通年定期券の発行依頼、交付、支払（３カ月ごと）

▼冬期定期券の発行依頼、

交付、支払（随時）


